
準天頂衛星高精度測位補正に関する技術開発（国土交通省）

・準天頂衛星システムの利活用による、測位情報利用地域の拡大、高精度測位
サービスの実現及び移動体への適用を実現する

・高精度測位サービスの実現による国民生活の安全性・利便性の向上（交通、防
災、測量、国土管理等の分野への利用が期待）

・民間活力の活用による新産業創出等の経済活性化

目　的

効　果

Ｈ１６要求：６６９百万円（Ｈ１５予算：４００百万円）

内　容 ・高速移動体向けの新たな高精度測位補正方式に関する技術開発

・測位システムの完全性に関する技術開発
・GPS近代化を考慮した誤差補正高度化に関する技術開発
・準天頂衛星測位システムの精密測量への応用技術の研究開発

・次世代電子基準点に関する研究開発
・移動体（作業用車両等）へのRTK-GPS適用化技術の開発
・交通分野における利用に関する技術開発

ＧＰＳ

準天頂衛星システムの効果

受信可能エリアの拡大
高精度衛星測位（cm級）の実現
移動体を対象とした衛星通信・放送が可能

走行支援など

準天頂衛星
（ＧＰＳ補強・補完）

測位

ＧＰＳ衛星の一つとして測
位情報を配信

電子基準点ネットワーク

ＧＰＳ測位情報を受信、測位情
報をデータ統合センターへ送
信

データ統合センター
全国のＧＰＳ測位データ
を収集

ＧＰＳ測位補正情報センター
エリア毎の高精度測位補正情
報を生成し、衛星に送信

高精度補正情報を送
信

高精度測位情報（補正情報）
の送信

ＧＰＳと準天頂衛星の測位情報
を受信、準天頂衛星より補正
情報を受信

ＧＰＳ

精密測量など

信号保安シス
テムなど

別紙３


